
東北数学敬育学会年報
1985 ， 3，31， 雰16号

パ ソ コ ン を 使 用 し た 授 業 に っ い て

尾崎康弘（ 八戸工業大学）

ｎ

１．はじめに

本学では、４月に、全入学生に対して基礎的事項について同講試験’を行

い、その成綴によりグレード別にクラス結成（Ａ，Ｂ，ｃ）をしている。

そして学科に関係なく全学科同時に授難をｎ講し、学生を教育指導してい

jl
我々は、このクラス結成による教育方法を行なうと共に各クラスで種

々の教育的な試みを行ってき
ぜ2

その一環として、昨年度後半よ
フ
りパソコ

ン=を使用した授業を実､験的に試行している。ここでは、芦に積分法の計算

に爽する授業とこれに関して行ったアンケート調査結巣による学生の反応

について述べる。

２．研究目的

開学以来、多様性に富んだ多人数学生に対しての教青方法を模索し検討

し、試みてきた。そしてこれに平行して、大学教養で学ぶ解析分野に関す

る授業の教材研究にも力を注ぐいできたが、現在はパソコンを用いた授業

についての教材開発を研究目的としている。ところが、種々研究してみる

と、積分法の計算に関する教材開発が解決すると微分方程式その他に応用

が可能であり、計算中心の演習教材を作成することが出来、種々の授業が

可能になることが判明してきた。それ故に積分法の教材開発を当面の研究

目標にしている。

３．授業について

グレード別に編成されたークラスで、パソコンを使用して積分法に関す

る演習授業を行った。この授業の概略を図一１に示すが、授業方法の要点
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を以下に記す。ただし、この授業はパソコン５０台を設置した教室で行っ

た。

イ）授業を始める前に滴習用のプログラムを作成する。

口）作成したプログラムをデｆ スケット５０枚にセーブする。

八）授叢を始める前に、パソコンを勤かすのに必要な畳小唄のことを学生

に教える。

二）座庫表を作り、学生の座席を指定ｙ 乱

ホ）授業のとき。教師は各学生にダイスヶツトを与えｙ ，

へ）学生は、指定された座屏でパソコンを勧かす。

卜）学生は､、パソコンに表示された同屈を昌く。このとき、９答はｒＢ凡

ｓＩｃ 」で打たせる。
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チ ）疑問が生じ た場合、学生は教師に質同し 、指示を受け る。

リ ）終了するときは、学生は自分がその授業時間内に進んだ状況をプリン

タ ーで打ち出す。そし て、その打ちださ（れた用紙を教師へ提出し、デ｡イス

ケットを返却する。

ヌ）教師は学生の持ってきた用紙を見て、各学生の状況を把握する。

ル）次回から、この状況により、学生を適切に教育指導する。

４ ．具 体的な画面表示について

この演響授業を行なうにあたっては、出来るだけ記号や関数そし て文字

等をいつも使用しているような形で、画面上へ掲示するように注意を払っ

た。なかでも 、学生が解答する方法には、特に留意した。従来のように、

多妓 択一や穴埋めの形式にすると殆ど涸答を与えろようなもの と･あ｡るから、

解答そのものを打ち込む方法を取ることにし た。けれども、ソフト の開発

が大きな同語であった。しかし 現在では大部分i､t鯛決し ている。

この方法をとると。学生は考えて鴎答するようになり、教育効果が上が

Ｓ。更に、ヒ ント や倒題を茄ね憐えているので、絣答出･来ない学jEに 勺=吋

応出来るようになう ている。

ここでは、具体的な画面の例を図によって示しながら、穣分法に同する

掻業内容の概略を以下に説明する。

学　萄　番　号　 ？　S4:E:01ｙ

氏 名　　 ？　 Ｆｕｌｉ,１ ａ１=１　≒･Ｊ ｈ

パ　ー　ト　ナ　ー　の　学　銘　菅　号　　？

バ　ー　ト　ナ　ー　の　　氏

図 一２

名　　？
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イ）最初に、学生は学籍番号と氏名を入力する。（ 図一２）

口）次に、図一３に示すように解答の仕方の説明が画面に表示される。

饌　 分　 ゑ　 ４

Ｍ　 昏　Ｑ　ｔ　 乃　ａ　 以　 下　で　 ゐ ，i･。

１ 。　 殯　 薔 ‘l　く ｅＡｓIc　fo ｒ・ ク　で　打　ち 、く　REyrｕ14N－klｙ　/　･e･　夕　 曽 。

２ ． Ｍ 寄 は 、 歎 仮 数 彙 先｡ に11 ち 。 瀦 ３ 記 号 ・E　入 れ よ 。

倒
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（ ２ ／ ５ ）･

（ －ｅ ）

－（ Ｘ － １ ）／ Ｘ
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れを了 解し た ら、学生は ｒＫＥＹ 」を打つ 。

八 ）す ると図 一４に示すように問題が 表示され る。

１ ） 次　の　鴫　数　を　稿　分　廿　よ 。

ｆ Ｏ ：｝ ｜

.･ ｜ ２り:4EXP(: ０ ．

Ｆ（Ｘ）= ＝? （･２幻:－2 ）E;･:F測Ｏ

〈BASIC fo ｒril〉 で　追･ り　て　い　る ．

翔’ 答　を　良　く　見　て　打　ち　諒　 せ 。

Ｆ（Ｘ ） ＝Ｓ？

図 一５

７ １　次　 ○一間　数　 を　 晩 菊　tf　 よ ．

ｎ ｘ） ● ６応csIN（x ）.

１

を　押　せ 。･－ －り

図一６
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二）学生が解答を「ＢＡｓＩｃ」で打ち、ｒＲＥＴｕＲＮＪｋ ｅ ｙを押す

と解答は通常の形で画面に表示される。

ホ）「ＢＡｓＩｃ 」の打ちかたを間違えたときは、図一５のように間違い

を指摘し、再び解答させる。

へ）解答が正しければ、図一６のように表示される。学生は次の同翻に進

むか、この同嘔で終るかを選択する。

卜）解答が間違いならば、図一７、図一８のように唇7示され、ヒント･また

は例題を与える。学生はこれを参考にして、再び解ざTでフる。

チ）このような事を繰り替えし続けていく。そして1ｼな゙が於るか問題を鴫

て絢えると、学生はプリンターで打ち出された学習北輿表（ 図一９）を教

師のところで、持って行く。

Ｆ以11　吋 ’Ｘ

幇　答･ が　遠　９　て　い　るｉ

丼　９　し 、 幇　笞　･廿　よ ．

qj 題

り･- ………|
‥‥

X2･+ ２ＡＸｔＲ
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駄　し　く　な　け　れ　ば Ｏ　- 一一-ﾝ ？　１
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リ）教師は、この表を参考にして、学生の教肯指導を行なう。

ｔ{ Ｘｊ と 為ＲＣＴＭ Ｉ(χ) ．

Ｆ（ｘ）・り Ｌ０６（cos｛xJ ｝

趙　答　が　櫨　り　 て　い　る 。

ｉ　 分　ｕ　９　を　慨　っ　て　購　け 。

公　丈　１　 右　下　ｃ　よ　う　に　ｅ　く

と　ｌ 、 こ　ｅ　同　ｌ　 に　齢　け　ｌ

り　 な　よ　ぴ　 ｖ ’　を　蒙　め　よ 。

Ｕ　を　掌　め　よ ． ’Ｕ　－

１　１ Ｆ･ ４ ，

日420 郭 n｢ 争　ｎ･5･

八alヅxdx

＝10 引COS X I 十Ｃ

了U(X)V'(X)dX

刈(Ｘ川 Ｘ卜 斤(X)V(X)d χ

図一８

Ｍｌ ０

17

図一９
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６．学生の反応

この授業について学生の意見をアンケートにより調査した。この調査結

果の要点を以下に記述する。ただし、授業回数は８回であり、Ｂクラスが

ー、ｃクラスがーのニクラスに対して行った。ただし。　はＢクラスであ

り、　はｃクラスである。

１）授業について

ｒ興味を持つたかｊの問いには、全体的にみると字生の６７％が肯定的

であり、６％が否定的であった。クラス毎にみると、ｃクラスに旭する学

生のほうに肯定者が若干多かったが、ほぽ同じ傾向を示している。

１　 ３

皿

Ｔ　 ４

全く碍昧

を持てない

関 皓

持てない

l 過 鶏紫を

持。た

姜蹟 に 呉

瞭を･抑 った

図一１０

「楽しいか」の間いには、全体では７５％が肯定的であり、否定的な学

生は８％であった。しかも、ニクラスともほぼ同じような結果であった。

「今後も続けた方が良いか」の問いには、全体では肯定的な意見が７８

％で、否定的な息見が３％であった。クラス毎にみると、Ｂクラスの学生

に積極的な支持者が多かった。
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図一１２

２）その他について

普通の攬業との比較では、全体的にみると６０％がこの授業を支持して

いる。クラス毎にみると、Ｃクラスのほうに支持者=が多かったが、ニクラ

スとも同じような傾向が現われている。
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その他の質問についても、肯定的な意見が大多数を占めており、ニクラ

スには本質的な差･はみられれなかった。

了。おわりに

この授業は、非常に教育効果があった。特に、学生にパソコ･ンを使用さ

せたことと、その画面に同嘔と解笞を普通の形で表示したことが、彼等の

興味を呼びそし て理解を嵩めた。その結果この授業i;ｊ･4すjる彼等の支持串

を上げた。アンケ ート の調査結果によると、学生はこの授業を大いに支持

し ていると言える。また、数学の授業で諮等がこい｡ぷどの興味を示し 、楽

しさをも感じ るというのであれば 、この授業を続けこべきであろう。しか

し 、教師側に多くの問題点を残し ている。最大の同Ｊａ ソフトの開発・改

良 である。こ のことについては、学内の教具と共同して図決し て行きたい

と思っている。

一　注

０ 日　修三，尾岫歳弘，加沢恒男ｒ多人数クランプこｊは･るｌ 別的指導の

試み」一般教官学会誌　第４巻２号，Ｆ･Ｐ．８７－り５，１Ｑ８２

２）尾崎康弘「多様性に富む多人数学生に対ずる一つの句晋方法」‐ 殼教

育学会誌　第６巻１号，ＰＰ。２７－３２，1 ９８4
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？hi ｓ ｒｅｐｏｒti ｓ int ｅｎｄｅｄ t ｏ ｉｎtｒod ｕｃｅ ａｎ ｉｄｅａ r ｏｒ 血 ｐｒｏｖl 咤

rnet ｈｏｄｓ ｂａｓｅｄ　ｏｎ ａrａ ユyｓiｓ　ｏｆ ｍａtｈｅｍａtic ｓ　ａｃqｕi ｓ!tlon p ｒｏｃｅ５ｓ

of･ ｃｏ１:Ｌｅｇｅ　ｓtｕｄｅｎt ｓ
・

Ｆｔｒｓt ，ａ ｔｅｓｔ i ｓ gi ｖｅｎ t ｃ ａ１:L ｓtｕｄｅｎtｓ ａｎｄ ｃｌａｓｓ i ｓ de ｖｉｄｅ(i

tｎtｏ ｇｒｏｕp ｓ(A ， Ｂ ａｎｄ Ｃ)by t ｈｅ１ｒ ｇｒａｄｅ ｐ０１ｎtｓ ．A g ｒｏｕp( Ｂ ｏｒ

C) ｏr then1 1 ｓ gi ｖｅｎ ｓｅ:Ｌｅｃtｅｄ ｌｅｓｓｏｎｓ ｎ‘㎝t ｈｅ Ｐｅｒｓｏｎａ! Cali-

pｕtｅｒ ｄｅｓｉｇｎｅｄ　ｅｓｐｅｃｉａ!iy　r ｏｒ'thi ｓ　pｕｒpo ｓｅ 
・

7hj. ｓ ｍｅtbod help ｓ t ｏ ｍａｎａｇｅ　tｈｅ　ｓtｕｄｅｎtｓ bet;teT ｒ ａ２Ｊ ｍｏti －

ｖａtｅ　tｈｅｍ ．

Akita University


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1




